
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2018年3月01日 『仮想通貨』を理解するシリーズ2 
2018年2月27日 『仮想通貨』を理解するシリーズ1 

（No.2,276） 
〈マーケットレポートNo.5,895〉 

2018年3月7日 

『仮想通貨』の種類と市場の規模、特徴は？ 

 『仮想通貨』は、システム的に作り出される通貨ですから、技術が開発できれば多くの通貨を生み出すことが可

能です。現時点では、世界で約1,500種類の『仮想通貨』があると言われています。 

 取引の多くはサイズの大きい『仮想通貨』に集約されています。例えば、CoinMarketSum.comの2月20日

現在のデータによると、最も時価総額が大きいのはビットコインで、全体の38％となっています。続いて、イーサリ

アムが18％、リップルが9％となっていて、上位5通貨で時価総額全体の72％を占めます。下表は、時価総

額上位5通貨とその特徴をまとめたものです。 

 多数の『仮想通貨』がありますが、価格変動の大きさはどの通貨にも共通の特徴です。また、『仮想通貨』に関

する不正取引や通貨流出のニュースが報道されていますが、『仮想通貨』自体のシステムは破られていないと

考えられ、システムの頑健性は高いと考えることができそうです。 

『仮想通貨』を理解するシリーズ3 
マスコミを賑わせることがますます増えてきている『仮想通貨』。本シリーズではこれまでに、『仮想通貨』とは何か、

その技術的裏付け、『仮想通貨』の通貨としての役割、『仮想通貨』の価格の決まり方について見てきました。

本シリーズ第3回目となる今回は、『仮想通貨』の種類やその特徴について確認します。報道によると約

1,500種類もある『仮想通貨』ですが、取引の大半は少数の有名な『仮想通貨』に集中しています。 

  通貨名 
時価総額
（億㌦） 

占有率 特徴 

1 ビットコイン 1,890  38% 
2009年に登場した初めての『仮想通貨』です。最も単価が高く、最
も人気のある通貨で、『仮想通貨』の中心的存在となっています。 

2 イーサリアム 920  18% 
ビットコインと並ぶほど知名度の高い『仮想通貨』です。最大の特徴は
ユーザーが独自に条件を設定して取引を行う事ができることです。 

3 リップル 447  9% 
リアルタイムの国際送金実現のための『仮想通貨』を、目指していま
す。送金に要する時間が短い通貨です。 

4 
ビットコイン 
キャッシュ 

260  5% 
2017年8月にビットコインから分裂して誕生した『仮想通貨』です。
ビットコインという名前が含まれていますが、別の『仮想通貨』です。 

5 ライトコイン 123  2% 
2011年に登場した『仮想通貨』です。ビットコインのシステムを基礎と
していますが、送金時間はビットコインの1/4と言われています。 

（出所） CoinMarketSum.comおよび各種報道等を基に三井住友アセットマネジメント作成 
※個別商品に言及していますが、当該商品を推奨するものではありません。 
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